
解説

（１）

図は大きく丁寧に

問題文にある点はあらかじめ与えら
れたベクトルで表しておく

（図の役目はだいたいここで終わり）

垂直→内積＝０(最重要)

ベクトルの内積
（三角形の3辺の長さがわかるとき）
ベクトルの大きさを2乗してみる
余弦定理よりも計算が楽

（２）

（１）（２）の問題がでないことも多い
問われなくても自分でやっておくこと



ベクトルの大きさ（長さ）求める
→ベクトルの大きさを2乗する

内積の計算の仕方
→普通の文字式と同じ
• 異なるベクトル・・・内積の記号
（・）省略できない

• 同じベクトル・・・大きさの2乗

公式間違いやすい



も代入してもよい
今回は（３）の結果が
使える変形を行った
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K代入できる形に変形
→始点をそろえる

ベクトルは計算量が多く
分数の計算になりやすい

計算ミスに注意

（４）


